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安心して暮らせる
まちを目指して 平

成
7
年
度
予
算
(
案
)
ま
と
ま
る

こ
の
予
算
(
案
)
は
第
1
回
区
議
会
定
例
会
で
審
議
中
で
す

平
成
7
年
度
の
区
の
予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

総
額
は
2
干
8
7
3儼円
余
。
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
2

千
1
0
5億円
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。
予
算
案
は
、「
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
」、

「
地
域
保
健
福
祉
の
推
進
L
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と

生
涯
学
習
推
進
」
、「
都
区
制
度
改
革
の
推
進
」
を
基
本

的
な
考
え
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
案
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

総合的 なまちづく りを 目指します。

健
康
、暮
ら
し
、安
全
に

重
点
を
お
き
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

つ
い
て
申
」
王
げ
ま
す
。
5
千
人
を

超
え
る
多
く
の
方
々
が
亡
く
な
う
れ

ま
し
た
。
ご
遺
族
の
方
々
に
対
し
、

心
か
ら
お
悔
や
み
と
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。
区
で
は
、
飲
料
水
・
毛
布

等
の
物
資
を
緊
急
輸
送
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
後
見
舞
金
を
お
送
り
し
、

さ
ら
に
早
期
復
興
を
願
い
、
保
健

婦
・
建
築
技
術
の
各
職
員
を
被
災
地

へ
派
遣
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
7
年
度
当
初
予
算
編

成
の
基
本
的
な
考
咒
方
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
3
年
か
ら
始
ま
っ
た
畏
気
後

退
は
、
戦
後
2
番
目
の
長
さ
と
な
り

ま
し
た
。
雇
用
状
況
や
円
高
に
伴
う

構
造
調
整
に
不
透
明
感
が
あ
る
も
の

の
、
景
気
は
ぶ
7
や
く
回
復
に
向
か

い
つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。

平
成
7
年
度
の
田
や
東
京
都
の
予

算
を
み
ま
す
と
、
国
の
一
般
会
計
予

算
は
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
ロ
%

と
い
う
4
0年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
予
算

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
都
で

は
景
気
回
復
に
よ
る
都
税
総
額
の
増

加
を
見
込
み
、
一
般
会
計
は
、
対
前

年
度
比
2
%
増
と
い
う
3
年
ぶ
り
の

増
額
予
算
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

足
立
区
を
取
り
巻
く
財
政
環
境

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
平
成
7
年
度
は
、
事
務
的

経
費
や
経
常
的
経
費
の
見
直
し
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
起
債
と
積
立
金

を
弾
力
的
に
活
用
し
て
、
年
間
総
合

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
区
の
重
点

課
題
で
あ
る
、
①
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り

②
地
域
保
健
福
祉
の
推
進

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
生
涯
学
習

推
進

④
都
区
制
度
改
革
の
推
進
が

編
成
の
大
喪
な
柱
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。緊

急
的
課
題
で
あ
る
防
災
に
つ
い

て
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災

状
況
夲
壓

麥
一、
新
た
な
視
点
か
ら

防
災
計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し

た
。
ま
た
、
統
合
新
庁
舎
に
は
防
災

セ
ン
タ
ー
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
、
第
2
次
世
界
大
戦
の
終

結
か
ら
5
0年
。
区
と
議
会
は
共
催
で

記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
エ

イ
ズ
対
策
、
い
じ
め
対
策
、
フ
ロ
ン

回
収
な
ど
に
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
実
施
計
画
の
8
3事

業
中
、
7
6事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
区
内
中
小
企
業
の
研
究
開
発

支
援
や
巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
新
規
・
拡
充
事
薬
は
、
6
6

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
規
模
は
一
般
会
計
が
2
千
1
0
5

億
円
で
前
年
度
に
比
べ
U
%

の

減
。
昨
年
に
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ス
予

算
と
な
り
ま
し
た
。
当
区
は
、
昭
和
5
6

年
以
降
、
継
続
し
て
行
政
改
革
を

実
施
し
偲
全
な
財
政
体
質
を
維
持
し

て
章
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
各
種
財

政
指
標
の
動
向
に
留
意
し
、
効
率
性

を
確
保
k

笳

ら
行
財
政
の
展
開
を

図
っ
て
ま
い
り
李
す
。

今
年
度
も
大
変
厳
し
い
中
で
の
編

成
と
な
り
ま
し
た
が
、
区
政
の
直
面

す
る
課
題
に
的
確
に
取
り
組
み
、
区

民
生
活
を
支
援
す
る
予
算
編
虞
が
で

き
た
と
老
疋
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
と
き
め

き
、
ゆ
と
り
、
水
辺
の
ま
酋
足
立
」

を
目
指
し
た
諸
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

区
長

古
性
直
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保

健
ガ

イ

ド

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
畛
羣
(
腸
が
ん
検
診
を
受

け
付
け
嫐
歹
。

対
象
-
3
5歳
以
上
の

区
民

期
限
=
4
月
に
受
診
を
希
單
す

る
方
は
1
月
2
0
B
※
胃
の
手
術
を
し

た
方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
万
、
妊

娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん

□
女
性
の
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
つ
検
診
で
T
。

対
象
=
3
0歳
以

上
の
区
民

場
所
―
区
内
実
施
医
僚
機

蜀

受
診
日
=
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
、
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
冫
凡
受

け
て
ぐ
だ
さ
い

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
痙
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
歹
。

対

象
-
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
4
年
4
月
1

日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場

所
a
区
内
実
施
医
療
機
関

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
込
I
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(

フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、

検
診
名
を
明
記
。
受
診
票
と
案
内
を
お

送
p
¥
孑
※
消
化
器
が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
、
表
1
の
日
程
か
ら
検
診
a
、

場
所
(
第
3
希
輦
ま
で
)
も
明
記
申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表1　 消化器 がん検診日程

保
健
婦
(
非
常
勤
)

募
集

保
健
所
で
健
康
相
鮫
等
の
保
健
指
導

業
務
に
従
事
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
先
=
千
住
保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

乳
が
ん
体
験
者
交
流
会

乳
が
ん
体
験
者
の
方
は
、
手
術
後
、

手
の
む
ぐ
み
や
し

び
れ
、
腕
の
勣
き
、

服
装
の
'
」石

な
ど
、
共
通
す
る
y
心
配
事

が
あ
り
李
f
y
。
懇
談
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
体
験
や
今
―

の
様
子
を
語
ひ
合

い
、
励
声
レ
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時

1
3
月
2
8日
(
火
)
、
午
後
2
時
～
4
時

対
象
―
区
内
在
住
の
乳
が
ん
を
体
験
し

た
方

定
員
=
2
0
人

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

看
護
教
室

肝
炎
の
現
状
と
未
来

日
時
1
3
月
1
0日
(
金
)
、
午
後
2
時

～
3
時
3
0分

場
所
L
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ

内
容
―
慢
性
肝
炎
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
職
を
学
び
ま
す

講
師
=
熊
田

傅
光
氏
(
虎
ノ
門
病
院
医
師
)

定
員
=

聊
人
(
先
着
順
)

申
込
L
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
L
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

講
演
会

分
裂
病
と

家
族
の
役
割

日
時
1
3
月
2
3日
(
木
)
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
1
分
裂
病
夲
よ

く
す
る
た
め
に
家
族
は
何
を
し
た
5
ぷ

い
の
か
を
考
え
ホ
"

講
師
I
伊
勢
田

尭
氏
(
都
立
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
医
師
)

定
a
1
5
0
人

一
用
=
無
料

場
・

申
・
問
先
1
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精
神
障
害
者
の
た
め
の

社
会
復
帰
訓
練
施
設

足
立
作
業
訓
練
所

皆
さ
ん
、
ご
存
知
で
す
か
。
足
立

保
健
所
に
は
都
内
で
も
唯
一
の
精
神

障
害
者
の
た
め
の
公
立
作
業
所
、
足

立
作
業
訓
練
所
が
あ
り
ま
す
。
現
在
2
4

人
の
方
が
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。馴
練
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
3
0分
ま
で

(火
曜
り
は
半
日
)
足
立
保
健
所
分

靈
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
洗
濯
バ
サ

ミ
づ
く
り
や
合
皮
ケ
ー
ス
の
袋
づ
め

な
ど
の
軽
作
業
に
よ
る
作
業
馴
練
の

ほ
か
に
、
宿
泊
馴
練
、(
イ
キ
ン
グ
、

料
理
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
一
堰

し
て
社
会
経
験
。
社
会
参
加
の
拡
大

に
努
め
て
い
李
す
。

こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
し
て
、
社
会

復
帰
へ
向
け
て
の
心
構
え
や
体
力
な

ど
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
作

っ
て
い
け
る
ふ
つ
、
専
門
の
職
員
が

支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
区
内
各
保

健
所
、
保
健
相
談
所
の
地
区
担
当
保

健
婦
と
密
接
な
連
携
零
と
り
、
訓
練

効
果
の
拡
大
に
努
め
て
い
家
f
y。
今

掖
も
、
広
く
区
民
の
皆
さ
ん
と
交
流

す
る
な
ど
、
よ
り
一
一
内
容
を
充
実

さ
せ
、
精
神
陣
害
者
の
社
会
参
加
を

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

問
先
―
足
立
作
業
訓
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7
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点
字
シ
ー
ル
付
き
の

選
挙
入
場
整
理
券
を
希
望
す
る
方
へ

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
の

た
ぴ
に
郵
送
し
て
い
る
入
場
整
理
券

に
点
字
シ
ー
ル
を
は
っ
た
も
の
を
用

意
し
ま
し
た

。「こ
の
「
ガ
キ
は
選
挙

の
入
場
塵
理
券
で
す
」
と
S
か
れ
た

も
の
で
す
。
目
の
不
自
由
な
方
で
、

こ
の
点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
入
場
整

理
笄
の
郵
送
を
希
望
ず
る
方
は
ご
連

絡
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
L
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
…
(
6
)

解
放
令
以
降
、
身
分
階
層
の
底
辺

で
、
差
別
と
貧
困
の
な
か
で
一
ら
し

て
き
た
同
和
地
区
の
人
々
は
、
新
た

な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

身
分
上
の
解
放
は
さ
れ
た
も
の

の
、
新
し
い
職
業
を
保
障
す
る
な
ど

の
実
質
的
な
政
策
が
欠
け
て
い
た
だ

け
で
な
く
、
幕
藩
体
制
の
も
と
で
、

専
業
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
職
業

を
、「
平
等
」の
名
の
り
と
に
奪
い
取

る
結
果
と
な
っ
た
か
ら
で
f
y。

そ
し
て
、
政
府
は
形
式
的
な
身
分

解
放
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
租

(土
地
に
対
し
て
課
し
た
収
益
税
)

や
そ
の
他
の
税
を
同
和
地
区
以
外
の

人
同
様
に
課
し
。
徴
収
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。

解
放
令
が
同
和
地
区
の
人
に
あ
た

え
た
の
は
、
国
民
と
し
て
の
実
際
の

権
利
で
は
な
く
、
よ
り
重
い
義
務
だ

っ
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
壬
申
戸
籍
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
す
。

1
8
7
2

年
(
明
治
5
年
)
に
つ

く
ら
れ
た
壬
申
戸
籍
は
、
わ
が
国
の

最
初
の
統
一
的
な
戸
籍
で
」だ
。

こ
の
戸
籍
の
中
に
は
、
廃
止
さ
れ

た
は
ず
の
賎
称
に
か
わ
っ
て
「
新
平

尽

な
ど
の
族
称
が
一

き
込
ま
れ
新

し
い
差
別
を
生
み
出
し
た
の
で
す
。

(
注
)

文
中
に

「
新
平
民
い
と
い
う

言
葉
が
あ
ひ
ま
す
が
、
壬
申
戸
籍
の

晩
明
の
た
め
に
用
い
た
も
の
で

。
一

般
的
な
ら
常
会
話
や
文
章
に
釁
り
れ

ま
す
と
、
そ
れ
が
意
識
し
て
い
な
く

て
も
、
大
を
侮
辱
し
、
人
の
E
心
を
傷

つ
け
。
身
分
に
よ
る
差
別
、
人
権
侵

害
と
い
う
問
題
に
な
n
汞

す
。
こ
の

ぶ
7

な
意
味
f
t
M
-分
理
解
の
、冫
刄
、

お
読
み
ぐ
だ
さ
い
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
相
当

へ
。

害虫にご注意

昆虫の越冬とめざめ

ク
マ
が
穴
の
中
で
冬
眠
す
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
乖
ふ
、
昆
虫

の
場
合
も
種
類
に
よ
っ
て
卵
・
幼

虫
・
さ
な
ぎ
・
成
虫
の
い
ず
れ
か
の

状
態
で
越
冬
し
李
歹
。
た
と
人
ぱ
、

ヤ
プ
カ
類
は
卵
の
求
ま
湿
地
の
落
ち

集
や
コ
ケ
の
中
で
。
カ
ブ
ト
ム
シ
は

幼
虫
で
土
の
中
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ

カ
の
類
は
物
置
や
簟
と
の
す
き
間
で

成
虫
の
豕
ま
越
冬
し
李
歹
。

虫
た
ち
ほ
、
冬
を
沺
x
る
季
節
に

入
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
越
冬
場
所
に
移

動
し
、
春
ま
で
の
長
い
眠
り
に
入
り

ま
す
。
寒
冷
と
い
う
環
挑
に
耐
え
る

た
め
、
瞹
か
い
う
ち
に
脂
肪
と
栄
養

を
吁
λ
、
春
を
待
つ
の
で
歹
。

休
眠
か
ら
目
覚
め
最
も
早
く
活
動

し
始
め
る
の
は
、
カ
や「
エ
で
す
。

こ
れ
か
ら
春
・
夏
に
向
か
っ
て
、
こ

う
し
た
害
虫
の
発
生
り
砺
発
に
な
り

季
y
。

そ
'
」で
、
冬
の
冫
侭
瓦
彖
の
周

り
に
あ
る
2
き
ビ
ン
、
空
き
缶
を
片

付
け
、
カ
の
発
生
源
と
な
る
雨
水
を

た
め
な
い
ぷ
7
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
禺
三

な
ど
は
早
く
処
理
し
、

ゴ
ミ
置
き
場
を
常
に
灣
穉
に
し
て
(

エ
が
住
み
に
く
く
す
る
こ
と
な
ど

も
、
発
生
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
成
虫
の

求
豕
越
冬
し
、
6
月
か
ら
8
月
に
か

け
て
活
発
に
活
動
す
る
樹
木
害
虫
で

す
。
樹
木
の
葉
が
出
て
ぐ
る
こ
ろ
、

枝
に
ク
モ
の
巣
状
の
巣
を
作
る
の

で
、
見
つ
け
し
だ
い
巣
の
部
分
を
切

ひ
取
っ
て
し
客
つ
の
が
効
果
的
な
除

去
方
法
で
す
。

区
で
は
、
特
に
カ
の
発
生
し
や
す

い
公
共
下
水
や
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
発
生
し
た
一
般
住
宅
の
樹
木

に
薬
剤
を
散
布
し
て
い
ま
す
。
一
般

害
虫
・
衛
生
害
虫
の
鑑
定
や
駆
除
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
衛
生
指
導
係

(
3
8
8
2
)
-
1
1
1

㈹
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予算特集

平
成
7
年
度
の

主
な
新
規
事
業
この事業(主なもの)の詳細は、4

・5 面に掲載してあり ます。

□
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
展
開

▽
ホ
テ
ル
建
設
・
公
共
駐
車
場
の
整

備
(
実
施
設
計
)
2

千
沺
万
円

▽
細
街
路
整
備
助
成
(
二
方
向
敷
地

整
鰐
奨
励
金
)
6
1
5

万
円

□
地
域
保
健
福
祉
施
策
の
展
開

▽
高
齡
者
生
活
実
態
調
査
3

万
円

▽
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貨
付圀

万
円

▽
巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
3

千
馮
万
円

▽
梅
島
駅
舎
改
良
工
事4

億
9
千
4
4
0万円

▽
医
療
機
器
貸
与
者
へ
の
訪
問
肴
護

双
万
円

▽
環
境
・
食
品
衛
生
協
会
自
治
指
導

貝
研
修

1
1万
円

□
生
涯
学
習
推
進
施
策
の
展
開

▽
(
仮
称
)
北
千
住
公
園
管
理
棟
(
す

も
う
場
・
弓
道
場
)
開
設
7
8
4
万
円

□
臨
海
学
園
・
保
養
施
設
の
充
実

▽
鋸
南
自
然
の
覃
の
管
理
運
営

1
億
千
4
9
6万円

▽
鋸
南
自
然
教
室
の
実
施

6
千
3
7
4万円

▽
鋸
南
臨
海
学
園
の
実
施

捐
万
円

▽
国
民
健
康
保
険
保
養
施
設
運
営

3
千
1
8
0万円

□
緊
急
課
題
へ
の
対
応

▽
匱
下
型
地
震
へ
の
対
応

眤
万
円

▽
中
小
企
業
活
性
化
資
金
の
設
置1

8
5
万
円

▽
国
際
見
本
市
等
出
展
助
成
S

万
円

▽
軟
後
5
0年
記
念
事
業
S

万
円

▽
毛
長
川
水
害
対
策
連
絡
会
の
設
置

1
9万
円

□
環
境
の
整
備

▽
自
転
車
駐
車
場
整
備
計
画
策
定沺

万
円

▽
竹
の
獵
南
自
転
車
駐
車
場
設
計
委

託
4
0
0

万
円

▽
第
二
五
兵
衛
排
水
場
樋
管
撒
去

2
千
7
0
0万円

▽
み
ど
り
の
基
本
計
画
策
定
調
査
委

託

千
5
5
7万円

▽
環
状
方
向
交
通
の
整
備
6
0
4
万
円

□
国
際
化
の
対
応

▽
外
国
人
向
け
区
政
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成

旛
万
円

▽
都
市
提
携
記
念
事
業
6
7

万
円

□
産
業
の
充
実

▽
(
仮
称
)
産
業
艾
化
交
流
セ
ン
タ
ー

の
建
設
(
実
施
設
計
)

襄
万
円

▽
新
製
品
・
新
技
術
等
開
発
助
成伽

万
円

平成7 年度一般会計当初予算(案)の内容

財源別歳入予算額
歳入に占める特別区税の割合　19. 2%

目的別歳出予算額
トップは民生費　32. 6%

性質別歳出予算額
人件費などの義務的経費　42. 2%

みどりの多い住みよいまちに

公社等を通じて行う主な事業
<足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
>

□
芸
術
・
文
化
事
業
の
開
催

了
千
6
3万
円

西
新
井
艾
化
ホ
ー
ル
で
の
芸
術
公

演
各
セ
ン
タ
ー
の
文
化
事
業
な
ど
、

嵶
広
い
分
野
の
催
し
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
の
実
施

5
1
7
万
円

元
J
リ
ー
グ
監
督
や
プ
ロ
バ
ス
ケ

ッ
ト
チ
ー
ム
な
ど
を
囲
み
、
楽
し
い

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

□
各
種
講
座
等
の
充
実

8
千
6
3
5万円

外
国
語
講
座
・
パ
ソ
コ
ン
教
挙
な

ど
の
各
種
講
座
や
、
親
し
み
や
す
い

図
書
館
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

<足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
>

□
民
地
に
よ
る
快
適
環
境
整
備
へ
の

援
助
5

千
6
3
6万円

快
適
環
境
の
創
造
の
た
め
、
自
主

管
理
広
場
・
歩
道
な
ど
昴
焉
a
U
て

い
る
協
力
者
に
対
し
て
、
そ
の
整
備

費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

□
プ
チ
テ
ラ
ス
の
設
置
事
業

5
千
4
1
6万円

ゆ
と
り
あ
る
都
市
景
観
の
た
め
ま

ち
の
中
の
プ
チ
テ
ラ
ス
の
設
置
夸
す

す
め
ま
す
。

□
彫
刻
の
設
置
事
業
2
千
2
2
8
万
円

彫
刻
の
あ
る
ま
ち
の
景
観
を
整
備

し
ま
す
。

<足
立
あ
い
あ
い
公
社
>

□
家
事
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
2
5
4万
円

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
の
輸
を
一
層

広
げ
嫐
す
。

□
宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス

5
千
6
0万
円

自
立
生
活
奮
甼
助
け
す
る
た
め
、

高
齢
者
等
に
有
料
で
昼
食
(
あ
い
あ

い
ラ
ン
チ
)
を
宅
配
し
ま
す
。

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
習

剏一万
円

3
級
2
回
、
2
級
2
回
。

□
資
産
活
用
サ
ー
ビ
ス
6
7

万
円

高
齡
者
が
居
住
し
て
い
る
土
地
を

袒
保
に
、
在
宅
生
活
資
金
を
融
資
し

奪
T
。

<足
立
区
水
と
緑
の
公
社
>

□
親
水
施
設
な
ど
の
保
全
事
業

2
傳
1
千
6
1
7万円

親
水
水
路
な
ど
の
施
設
を
安
全
で

快
適
に
保
ち
、
う
る
お
い
と
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

□
自
然
保
護
・
緑
化
推
進
事
業

2
億
7
4
1万円

生
物
圜
・
都
市
農
業
公
園
の
壥
営
、

記
念
樹
の
配
布
な
ど
、
緑
と
自
然
の

回
復
を
図
り
ま
す
。

□
環
境
保
全
調
査
・
普
及
事
業

3
千
恣
万
円

雨
水
の
利
用
促
進
・
啓
発
、
野
鳥

モ
ニ
タ
ー
調
査
な
ど
、
環
境
問
弯
を

区
民
A
J
A
Jもに
考
え
ま
す
。

<足
立
区
国
際
親
善
協
会
>

□
協
会
独
自
事
業

姉
妹
都
市
ペ
ル
モ
ン
ト
市
と
の
交

流
を
は
じ
め
、
外
国
と
の
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
を
す
す
め
ま

す
。
ま
た
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
区
民
レ
ペ
ル
の
国
際
化
を
推
進

し
ま
す
。

<足
立
区
教
育
概
興
公
社
>

□
こ
ど
も
科
学
館
の
運
営
(
自
主
事

業
を
含
む
)
6
千
2
0
4
万
円

科
学
展
示
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・

ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
学
ぺ
る
科
学
館
の
運
営
を
行
い

ま
す
。

□
生
涯
学
習
の
推
進
(
自
主
事
業
)Ⅲ

万
円

あ
だ
ち
区
民
大
学
講
座
や
学
習
ク

ル
ー
プ
の
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

<足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
>

□
区
か
ら
の
受
託
事
業

4
千
7
4
7万円

内
職
の
あ
っ
せ
ん
・
相
談
、
技
能

修
得
援
助
亊
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
余
暇
に
か
か
わ
る
事
業
(
自
主
事

業
)
1

億
5
千
誣
万
円

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
は
じ

め
、
ふ
る
さ
と
体
験
亊
業
、
未
婚
の

男
女
の
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
を
行

い

、
中
小
企
業
に
働
く
皆
さ
ん
の
余

暇
を
5
援
し
欒
歹
。

□
生
活
安
定
・
健
康
維
持
増
進
事
業
(

自
主
事
業
)
1

億
8
千
挧
万
円

会
艮

吊
小
企
業
勦
労
者
)
へ
の

生
活
資
金
融
資
、
個
人
年
僉
制
度
の

提
供
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
利
用

補
助
を
行
い
、
勦
労
者
の
福
利
厚
生

事
業
を
進
め
ま
す
。

<㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
>

□
区
か
ら
の
受
託
事
業

4
千
莇
万
円

商
店
街
の
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
事
業
、
エ
巣
振
輿
に
関
す

る
事
業
、
産
業
倩
報
の
収
集
・
畏
供

事
業
を
行
い
ま
す
。

□
会
社
独
自
事
業

麋
擶

駐
車
場
閧
設
・
邏
営
事
業
、

企
業
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
管
理
運
営
事

業
、
宜
伝
・
広
告
亊
業
、
イ
ペ
ン
ト

事
業
等
を
行
い
ま
す
。

□
複
合
施
設
建
設
事
業

千
住
本
庁
舎
跡
地
に
(
仮
称
)
産
業

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
・
ホ
テ
ル
・
公
共

駐
率
堤
の
瑤
設
計
圍
を
進
め
ま
す
。
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予算
特 集 予 算 案 の 主 な 事 業

総合的なまちづくり施策の展開
商工センターの建設、ホテル建設および
公共駐車場の整備　1 億3369万円
平成8 年5 月、千住にある区 役所 本庁舎は

中央冰町 の統合新庁舎へ移転し ます。跡地に
は、ホテルを振とした複合施設を 建設。本庁
舎跡は「地域商業発展の中穣となる活力 拠点」
と位置づ けます。
施般内容一冫ホテル…客窒、大宴会塲、結婚
式場等　( 仮称) 産業文化交流センター…多
目的ホール、コンベンションホール、会議窒

等　 公共畦 車場

土地区画整理事業の推 進(計画)
14億2860万円

公共施設を整備改善し、宅地の利用増進を
すすめ、良好な市街地の形成を図ります。

区圖整理地区一高野地区( 10. 6ha)、佐野・六
木地区( 24. 8ha)、上旧田南地区( 16. 8ha)
細街路整備助成
( 二方向敷地整備奨励金) 　615 万円
従来の助成制度を拡充し、二方向敷地整備

奨励 金を新設し ます。角地 または二方向が細
街路に接する土地を拡幅整 備する婦合、二方
向 のうち後退面積が大きい土地に対し、略備
助漓金のほかに奨励金を交付します。

地域保健福祉施策の展開
高齢者生活実態調査　720 万円
高齢者の生活央態お よび意識を把楓し 、地
域保健福祉計匪の見直し と今後の高齢者福祉
対策の基礎責料とし て活用するために、生活
実態調査を実施し ます。
調査期間一　一般高齢者調査( 一次調査) …
平成7 年6 月ごろ　 要介霞高齢者調査( 二

次钁杳) … 平成7 年9 月ごろ

介護福祉士等への修学資金貸付　180万円
介護褊祉士、理学療法士、作業療法士の養

成および確保を図ります。
貸付額 月額3 万円以内、貸 付はrF 檄の修学
期間、無利子 責付対象者一区内在住3 年以
上で指定養農施設に在学中の方 返還免除一
区長の指定する福祉施般等で3 年以上従事し
た場合は、貸付額の返還が免除されます

障害者保護雇用事業　1718 万円

民間企業
方に保霞的 就労の場を確保し 、阻害者の自立
を図り ます。
内容一援助 者をおき、日常清掃業 務を行いま
す

高齢者・心身障害者(児) 　登録ホームヘ
ルパーの派遣 「介護券( 1 時間
券、2時間券)の新設」　5 億7169万円

介護を必 要とする方に柔軟かつ適切に対応
するため、今までの6 時間介護券、3 時間介
護券のほかに1 時間介霞劵、2 時間介護券を
新設し ます 。

高齢者委託ホームヘルパーの派遣(巡回
型ホームヘルプサービス事業) 　5122万円
早朝や夜間を含 めた介護需要に応えると共

に、高齢者の在宅生活での自立の促進と介護

者の負担曜減を図るため、従来の滞在型ホー
ムヘルパー派遣事業に加えて、必要なときに
必凄 な介護サービ スが受けられる巡回型ホー
ムヘルプサービス事業をモデル事業とし て爽
施します。
作業内容- おむつ交換、排せつ、着替え、移
助rベッド～イス』、起床介助等の介霞派遣
世帯 ヘルパー7 人で15 世僭穆席 濱遭回数
一介護の必要性 により岡一 世帯 に一日数 回
派遣時閥= 介護に必凄な時間( 1 回当たり20
分程度) 派還時間帯- おおむ ね午前6 時

～午後10時( 夜間は必要に応じて対応) 対
象者一特別養護老人ホーム申請者( 待槻者)
や介護型ホームヘルプサービス事業の派遣対
象者または申請者の中から選定 濤助拠点- (
仮称) 在宅介霞支援センター梅島

梅島駅舎エスカレーター、エレベーター新
設工事(思いやりのあるまちづくり推進)

4 億9440万円

統合新庁舎の鬨設によりその玄関口となる
東武線梅島駅は、乗降客の増加か見込まれま
す。利用者の利便性、快適性を高めるため高
齢者、障魯者に配慮した「人にやさしい」駅
舎を実現します。
主な改修内容一段差の解消、上・下各ホーム
にエスカレーター設置( 2基) 、申イス対C型
エレベーター設置( 1基) 、段郤手すりに点字
案内の設置、床面に番告・誘導ブロックの設
置、身障者用トイレの股置など改修工事期
間一平成7年4月～平成8年4月

健康診査の推進　8 億8225万円
診査内容の充実と受診 機会の拡大を図り、

区民が受診しやすい体制を確立します。
成人健康診査( 40歳～64歳) 、高齢者隧康診査　
( 65歳 以上) 、消化 器ガン倹診( 35 銹以上〉、
女性ガン 検診( 30 歳以上) 、節目健康診査( 40
筬、50 碗、叨歳)

健康づくり活動の推進　1045 万円

住区 センタ ーや保健所 ・保健相談所を拠点
とし て、区民 の皆さんが自分の珮康づくり活
励を進め、さらに地域の健康な まちつくりを
進めることができるように、さ まざまな事業
を強化し ます。また、地域のリ ーダーとなる
健康づくり推 進員制度を始めます。

学校教育の充実
( 仮称)鋸南自然の家の建設・管理運営

35億6583万円
児 童の自然教室、臨戡学園 、区民への開放
施殴である( 仮称) 鋸南自然 の覃を 開設しま
す。 ※ 平成7 年度に開般する 主な施般番照

鋸南自然教室の実施・
夏季臨海学園の実　6844 万円
□ 自然教室の実施
開設鳩所- ( 仮称) 鋸南自然の家対象一区内
小学校4年生実施時期一平成7年度… 9月～
8年2月( 2 泊3 日)

□ 夏季臨海学園の実施
開設場所- ( 仮称) 鋸南自然の覃 対象一区内

小学校5年生( 希望番加) 央施時期一夏休み
期間中( 7月21日～8月12日) ( 2泊3日)

私立幼稚園児保護者負担軽減
( 入園料補助金の支給) 　3956 万円
釿入園時 の保護者負担カi著し く多いため、

保護者負担軽減として入園科補助金を支給し
ます。
対象一断入園児保霞者 補助金- 1 万円

指導書等の作成　207 万円
□ 「生徒用進路ノート」の作成
偏差値によらない 進賂指導を行うため、進

路情報の理解、適切な進路の選択。将来の生
活設計等の項目を 盛り込んだr 生徒用進略ノ
ート亅 を作成し ます。
□ 「いじめ対策用パンフレット」の作成
児童・生徒へいじ め防止を呼びかけ、生 命

の尊皿、思いやり の心を育てると共にいじめ
にあったときの方 法を理解させるためのパン
フレットを作成し ます。

コミュニティ形式と
生涯学習推進施策の展開
美術館の建設　89 万円
美術館璢設のための基本構想を策定しま

す。
総合スポーツセンターの改修

15億2612万円
区のスポーツ活動の拠点であ る総合スポー

ツセン ターの改修を引 き続き 行い ます。大体

育窒を始 め全館冷暖房化 するとともに 会議
室、食堂、サウナの改修も 行い ます。併せて
大扁根の雨もり補修、外構工 事も 行います。

部分開放しながら改修します(
総合スポーツセンター)

情報化
の
課 題

地域情報化の推進および都市型CATV
( ケーブルテレビ) の促進　5364 万円

地域情報通信基盤として、またテレビ亀装
受信障害の抜本的解消手段として活用するた
め、都市型CATV 導入支援に着手します。
平成了年度の予定= 都市型CATV 事業会社
への出責。都市型電波受信障客( 復合電波障
害) 解消事集の設計、電波受信障害原因者負
担制度等の検討

緊急課題への対応
直下型地震への対応　642 万円
阪 神・淡路大震災を教馴に、直下型地震に

対応した防災対策を 行っていきます。
□ 防災計画検討組織設置運営
足立区地域防災討匪の抜太的な見直しを図

るために設置し ます。 検討内容は、防災関係
機関における朷勤体 制の確立、避難所 の管理
運営等の策定、備蓄 計画の策定等池域防災計
圍の見直しに関わる 事項。
□ 防災リーダー会議の開催
足立区では、各町 会・自治会単位に防災区

艮組鑷が結虞されています。この組廠をより
実効性のあるものとするため、防災リーダー
会議を開巻、指導者の育成を図って行くと共
に、お互いの交慨を持つことで組織間のつな
がりを深めていきます。

中小企業の研究開発支援　800 万円
新技術や、新製品開発に対し積極的に取り

組み、経営基盤の強化や向上を図る企業に対
し 、開発等にかかる経賢の一部( 対象経費の1/ 4)

を助虞し ます( ただし、国、郡等の
禰助 決定を受けたもの) 。

中小企業活性化資金融資　185 万円
経営改善と活力向上の支援策としてr 活性

化 資金」を新設し ます。
対象= 新たな事業分野に進出したり、新製品
に関 わる 研究開発に取り岨む企瘋 融資限度
額- 500 万円 融資期間- 4 年 以内 本人 負

担率に1. 0*

国際見本市等出展助成　250 万円
海外で開催される見本市等に川届し、技術

力 や製品 のPR を行うなどの中小 企業を支援
し ます。
支擾内容 一出展にかかる経費の1/ 3 を助成

甚大な被害を出した阪神 ・淡路大震 災

平
成
7
年
度
に
開
設
す
る主
な
施
設

( 1) 所在地( 2) 規模

( 3) 主な施設( 4) 開設時期

□ ( 仮称) 鋸南自然 の家

①千案県安房郡鋸南町大帷子芋天
王川478 ②鉄筋コンクリート(一
部鉄骨) / 地下1 階、地上4 階、総
延べ床面積7, 804, 169㎡ ③児童
宿泊盡、教員室、研修靈、レクリエ
ーションホール、浴室、食堂、学習
棟、&鉛 、屋、多目的グランド、テ
ニスコート ④平成7 年7月

□ 山中湖林間学園
①山梨県南都留郡山中湖村大 乎山
中字茶 屋の段248- 1 ②⑤鉄筋
コンクリート 造り/ C 棟( 2 階) 1,
〔yア8. 38㎡、浴窒棟6 槽770. 5 ㎡、
レクリエーションホール棟715. 46

㎡ ⑩平虞7 年7 月

□ ( 仮称) 北千住公園管理棟

( 1)千住緑町2- 1- 1 ②鉄筋コ
ンクリート 造り/ 地下1 階、地上2

階、延べ床面 積912. 11 ㎡( 黝目
撲塲兼ホール( 地下1 階) 、弓遭場
( 1 階) 、会 議室・更 衣靈( 2 階)

④平虞7 年7 月

□ 都市農業公園(改修)

①腿浜2- 44- 1 ②49, 591. 68

㎡ ③自然環境館、温室、畑 、水
田 ④平成7 年10 月( 工房、動

物舎等も含む全面開設は平嵎8 年
春の予定)

□ 大谷田南公園(改修)
①中川4- 42- 1 ②・9, 917. 35㎡
③雨水流出抑制自由広場、ミニ列
車、大型遊具、駐 車場 、池 ⑩平
成7 年12 月

□ 高 齢者複合 施設「六月」

①六月1- 6- 1C2 》鉄筋コンク
リート造り/ 地上4 階、地下1 階、
総延 べ床面 積8, 102. 2 ㎡ ③ 特別
養護老人ホーム、高齢者在宅サー
ビスセンター、ケアハウス、在毛
介護支援センタ ー、ボランティア
センター( D 平癘7 年4 月

□ ( 仮称)在宅介護支援センター梅島

①梅*1- 6- 12 ②延べ床面積118. 7i t f <S>
在宅介霞に関す る総

合的な相談・掴導等、介護機器の
展示、高齢者向け住宅モデルルー
ム、巡回型ホームヘルプ事業の拠
点 ④平隅7 年4 月

( 仮称) 鋸南自然の家

(
仮
称
)
北
千
住
公
園

管
理
棟

イ
メ
ー
ジ
図

都
市
農
業
公
園
温
室
内
イ
メ
ー
ジ
図

高 齢者複合施設「六月」



1995 年( 平成7 年) 3 月10 日あ だ ち 広 報第1081 号 ( 6)

くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。
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児童扶養手当・

特別児童扶養手当制度
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よ
る
拘
禁
等
で
父
親
不
在
/
婚

姻
に
よ
5
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
で
父

親
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
父
親

不
在
/
父
観
が
重
度
の
障
害
(
身
障
手

帳
―
・
2
級
程
度
)

支
給
が
制
限
さ

れ
る
場
合
=
所
得
制
限
以
上
の
収
入
が

あ
る
/
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
/

児
童
が
父
親
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
年

金
を
受
給
、あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
/
児
童
が
施
設
に
入

所
し
て
い
る
/
昭
和
6
0
年
8
月
1
日
以

降
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
ぷ
つ
に
な

っ
た
方
が
、5
年
以
上
請
求
し
な
か
っ

た
と
き
手
当
月
額
L
全
額
支
給
対
象

者
…
4
万
1
千
1
0
0
円
/
一
部
支
給
対
象

者
…
2
万
7
千
哨
円
/
児
童
が
複
数
の

と
き
の
I
人
目
…
5
千
円
、―
人
目
以

降
…
2
千
円
を
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
2
0歳
未
満
で
心
身
に
璽
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
愛
の
手
帳
1
～
l
度

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
I
A

級
程

度
)
の
あ
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
…
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
/
児

童
が
旆
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
童
が

障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
の
受
給

資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
=
重
度
・
:
5

万
円
/
中
度
・
:
3万
3
千
刈
円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
1
卞
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
軻
気
等
の

理
由
に
よ
ひ
乳
幼
児
の
保
育
が
で
煮
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は
随

時
、
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を
受

け
付
け
て
い
毒
歹
。
た
だ
し
、
年
齢
に

よ
っ
て
は
定
員
に
空
き
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
先
=
管
轄
の
福
祉
事

務
所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧

一
票
は
　
明
る
い
未
来
の
　
サ
ポ
ー
タ
ー

東
京
都
知
事
・
足
立
区
議
会
議
員
選
挙

□
東
京
都
知
事
選
挙

投
蒹
日
時
a
4
月
9
日
(
日
)
、
午
前
7

時
～
午
後
6
時

投
票
で
き
る
方
=

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
禺
た
す
方

日
本
国
民
で
あ
る
/
平
成
6
年
1
2月
2
2

日
ま
で
に
足
立
区
に
転
入
届
を
済

ま
せ
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
/
昭

和
5
0年
4
月
1
0日
以
前
生
ま
れ
で
あ

る

投
票
所
入
場
整
理
券
の
発
送
=
3

月
2
4日
ご
ろ

□
足
立
区
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
時
=
4
月
2
3日
(
日
)
、
午
前
7

時
～
午
後
6
時

投
票
で
き
る
男
=

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
羇
た
す
方

日
本
国
民
で
あ
る
/
平
成
7
年
1
月
1
5

日
ま
で
に
足
立
区
に
転
入
届
を
済

ま
せ
、
引
き
綉
き
住
ん
で
い
る
/
昭

和
5
0年
4
月
2
4日
以
前
生
黔
れ
で
あ

る

投
S
所
入
場
整
理
券
の
発
送
=
4

月
1
7日
ご
ろ

問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
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ご
存
じ
で
す
か

沿

道
環

境
整
備
事
業

区
で
は
、
幹
線
遭
路
の
沿
遭
の
遭

路
交
通
騒
音
に
よ
ひ
生
ず
る
障
害
の

防
止
と
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地

利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
日
光
街

道
(
荒
川
以
北
)
と
環
状
7
号
線
沿

道
の
沿
道
整
備
計
画
を
定
め
て
い
ま

す
。沿

道
整
備
計
画
の
区
域
内
(
沿
道

の
お
お
む
ね
3
0
m
)に
お
い
て
次
の

行
為
を
行
う
場
合
は
、
建
築
確
認
申

請
と
は
別
に
、
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
と
な
り

家
す
。
、旌

意
ぐ
だ
さ
い
。

1
、
土
地
区
画
形
質
の
変
更

2
、
建
築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は

増
集

3
、
建
築
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は

意
匠
の
変
更

ま
た
、
沿
道
整
備
計
画
に
伴
う
条

例
施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
に

つ
い
て
は
、
居
室
(
沿
道
の
お
お
む

ね
2
0
mの
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音

工
事
費
の
一
部
助
成
制
度
や
、
騒
音

が
背
後
へ
通
ひ
扠
け
な
い
ぶ
£
遽

物
(
緩
衝
滌
築
物
)
に
す
る
た
め
の

建
築
費
等
を
一
部
助
成
す
る
制
度
も

あ
ひ
嫐
歹
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問

先
=
午
住
本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く
ひ
課

事
業
第
二
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
い
じ
め
電
話
相
談

乱
暴
さ
れ
た

り
、
物
を
か
く
さ
れ
た
り
。
仲
間
は

ず
れ
に
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
ど
な
た
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
嫐
歹
。

相
談
日
は
3
月
1
1・
u

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
6
時
3
0分
/

当
日
は
、
医
師
、
児
重
福
祉
司
、
心

理
技
術
、弁
護
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

▽
相
談
電
話

3
2
0
2
)
4
1
5
2

問
先
=
都
・
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

　
(
3
2
0
8
)
-
1
2
1

□
都
庁
移
転
5
周
年
記
念
「
新
宿
新

都
心
1
千
人
歩
行
ラ
リ
ー
大
会
」
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

高
校
生
以
上
の
都
内
在
住
、
在
動
、

在
学
の
方
お
よ
び
そ
の
家
族
聊
人
程

度
(
抽
選
)
/
4
月
3
日
必
着
/
申
込
s

の
請
求
等
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
/
(
財
)
東
京
都
福
利

厚
生
事
業
団
内
「
都
庁
移
転
5
周
年

記
念
新
宿
新
都
心
3
千
人
歩
行
ラ
リ

1
大
会
実
行
委
員
き

(
5
3
8
1
)
9
2
2
5

□
赤
十
字
家
庭
看
護
法
講
習
会
▽

正
規
講
習
会
(
4
月
)
…
A
I
コ
ー

ス
(
1
0
・
1
2
・
1
4
・
1
7
・
1
9
・
2
1
日
、

午
後
F
時
3
0
分
～
4
時
、1
0
・
2
1
日

の
み
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
)
、A
2

コ
ー
ス
(
1
8
・
2
0
・
2
5
・
2
7
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
)
/
期
限
…
A

I
コ
ー
ス
3
月
3
0
日
、
A
2
コ
ー
ス

4
月
1
0
日
▽
短
期
講
習
会
(
4
月
)
…

A
3
コ
ー
ス
(
2
4
日
)
、A
4
コ
ー

ス
(
2
6
日
)
、A
5
コ
ー
ス
(
2
8
E
)
、

い
ず
れ
も
午
後
L
時
～
4
時
/
期
限
…

A
3
コ
ー
ス
4
月
1
3
日
、
A
4
コ

ー
ス
4
月
1
8
m
、
A
5
コ
ー
ス
4
月

2
0日
/

正
規

、
短
期
と
も
定
員
各
2
5

人
/

無
料
/

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名

、
年
齢

、
生
年
月
B

、
電
話
番

号
、
職
業
、
希
望
す
る
コ

ー
ス
名
を

明
記
/

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

普
及
課
家
庭
看
護
係

〒
1
6
9新
宿
区

大
久
保
―
-
2
1
1
5

(
5
2
7
3
)
6
7
4
6
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国

保

国
民
健
康
保
険
証
・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

4
月
1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

□
国
民
健
康
保
険
証

国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
へ
、4

月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
保
険

証
膏
J
月
2
4
日
(
予
定
)
に
郵
送
し
ま

す
。た
だ
し
、長
期
間
何
も
連
絡
な
し

に
保
険
料
の
納
付
が
な
い
な
ど
、資
格

の
確
認
が
必
要
な
世
帯
に
は
、国
民
健

康
保
険
課
の
窓
口
で
確
認
梭
直
接
お
渡

以
恚
場
合
も
あ
2
ヂ
。(
学
)
(
学
生

用
)
・
(
遠
)
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
は

自
動
的
に
更
新
(
郵
送
)
し
ま
せ
ん
。

該
当
世
帯
に
お
送
り
し
て
い
る
申
請
S

を
至
急
提
出
し
て
吸
だ
さ
い
。

新
し

い
保
険
証
=
一
般
被
保
険
者
証
…
水

色
/
退
職
被
保
険
者
証
・・・
湟
い
は
だ
色

(サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
)

□
表
札
、
住
所
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い

保
険
証
は
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録

の
住
所
に
お
送
ひ
し
ま
す
。
登
録
住
所

以
外
に
は
郵
送
t
y
、
転
送
も
し
ま
せ

ん
。
転
居
さ
れ
た
方
は
、
お
早
め
に
区

民
事
務
所
・
外
国
人
登
録
係
に
住
所
変

更
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

表
札
が
出
て
い
な
い
と
保
険
証
は
届
か

な
い
場
合
が
あ
ひ
李
す
。
誤
配
を
防
ぐ

た
め
に
も
表
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

□
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
が

お
持
ち
の
「S
民
健
康
保
険
特
定
疾
病

蓆
養
受
療
証
」
も
、4
月
I
B
か
ら
新

し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
国
民
健
康
保

険
匪
と
は
別
に
郵
送
し
ま
す
。

問
先

―
中
央
冰
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

□
収
入
が
あ
る
方
、
収
入
が
無
く
て
も
6
4

歳
以
下
の
方
は
税
の
申
告
を

保
険
料
の
所
得
剖
額
は
、
そ
の
年
度

の
住
民
税
額
を
棊
礎
に
計
算
し
ま
す
。

正
し
い
保
険
料
算
定
の
た
め
に
も
、
昨

年
1
年
間
の
収
入
に
つ
い
て
の
確
定
申

告
・
住
民
税
の
申
告
を
、
期
限
内
に
必

ず
し
て
ぐ
だ
さ
い
。6
4鎭
以
下
の
万
は
、

収
入
・
所
耨
が
少
な
い
場
合
も
、
区
役

所
課
税
課
で
住
民
税
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い

。

□
6
5歳
以
上
で
収
入
が
無
い
方
は
「
保

険
料
に
関
す
る
申
告
書
」
の
提
出
を

6
5鎭
以
上
で
収
入
・
所
得
が
無
い
方
、

少
な
い
方
、
年
金
収
入
の
み
で
住
民
税

非
課
税
範
囲
内
の
方
な
ど
は
、「
国
民
健

康
保
険
料
に
関
す
る
申
告一
(

簡
易
申

告
一
)
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当

と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、3
月
2
4日
(
予

定
)
に
申
告
S
を
お
送
p
l

ヂ
が
、

必
鼕
な
場
合
は
国
民
健
康
保
険
課
ま
た

は
区
民
事
務
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
確
定
申
告

ま
た
は
住
民
税
の
申
告
を
し
た
方
は
提

出
は
不
要
で
す
。

※
い
ず
れ
の
申
告

も
、
保
険
料
算
定
、
保
険
料
均
等
割
額

の
軽
減
、
高
額
療
養
費
支
給
、
入
院
時

食
事
代
の
滅
額
な
ど
の
判
定
資
料
と
な

ひ
嫐
y
の
で
、
毎
年
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

募

集

薬
剤
散
布
業
務
ア
ル
バ
イ
ト

資
格
=
1
8歳
以
上
の
健
康
な
男
女

募

集
人
員
=
若
干
名

期
間
1
4
月
3
日

～
9
月
末
日

勤
務
時
間
=
午
前
1
時
3
0

分
～
午
後
5
時
1
5分

黄
金
=
日
額

5
千
跏
円
(
交
通
費
支
給
、
限
度
額
有

り
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
衛

生
指
導
係

高
齢
者
向
け
住
宅
の
入
居
者

所
在
地
=
竹
の
罹
―
丁
目
1
1
募
集
戸

数
=
9
戸
(
I
D
K
)

家
賃
1
8
万
4

千
籾
円
～
8
万
5
千
川
円
(
3
月
ま

で
)

入
居
時
期
=
即
入
居
可
(
先
着

順
受
付
)

申
込
資
格
―
迴
黔
1

の

ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
爬
啄
高
齢
者
の
み

の
世
帯

※
ほ
か
に
も
資
格
要
件
が
あ

り
ま
す

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

高
齢
者
住
宅
佩
、
枩

ぽ
住
宅
都
市
幤

備
公
団
・
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー

(
3
3
4
7
)
4
2
9
1

※
土
・
日
・
祝
日
、
午
前
1
0時
～
午
後

4
時
、3
4号
棟
で
現
地
案
内
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

▽
現
地
案
内
所

(
3
8
8
3
)
2
6
5
7

非
常
勤
職
員

(
看
護
婦
)

助
務
条
件
等
=
1

日
1

時
間

、
週
1

日

匐
務
、
日
額
1

万
5
0
0円

定
員
=
F

人

(
4
月
I
R

採
用
)

助
務
場
所
・
申
・

問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

お
知

ら
せ

区
民
葬
儀
利
用
券

区
で
は
、
軽
い
負
担
で
の
簡
素
な
葬

羲
鬼
黒
芳
に
、
区
民
葬
儀
利
用
劵
を

発
行
し
て
い
拿
f
y。

発
行
場
所
=
中

央
本
町
庁
舎
こ
尸
循
滕
、
婁
ほ
千
住

本
庁
舎
、
千
住
区
民
事
務
所

申
叺一
=

死
亡
診
断
S
(
死
亡
届
)
、
ま
た
は
火
葬

許
可
書
黔
鳧
示
し
て
、葬
儀
券
を
受
け
、

区
民
葬
儀
取
ひ
扱
い
業
者
へ
申
し
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い
S

用
=
葬
祭
具
、一
柩
(

れ
い
き
ゅ
う
)
卑
、
火
葬
な
ど
の
ラ

ン
ク
に
よ
り
約
1
2万
円
～
2
9万
円
の
範

囲
で
選
べ
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
緒

経
費
、
消
費
税
が
必
要
に
な
り
ま
す

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
戸
籍
課

(
3
8
8
0
)
5
0
5
1

水洗化が

可能に

なりました

表
1
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室

　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
虞
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表1　 水洗化可能地域

2
0歳
の
記
念
に

「
新
成
人
投
票
済
証
」を

発
行
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
4
月
に

行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
で
初
め
て

投
票
す
る
新
成
人
の
方
に
、
名
刺
サ

イ
ズ
の
「
新
成
人
投
票
済
煕

を
発

行
し
ま
す
。
2
0歳
の
朷
選
挙
の
記
念

に
ぜ
ひ
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

対
象
=
昨
年
ま
た
は
今
年
に
成
人
式

夲
迎
え
た
有
権
者
の
方

投
一
済
証

を
発
行
す
る
選
挙
L
東
京
都
知
事
選

挙
(
4
月
9
日
)
/
足
立
区
巌
会
議
員

選
挙
(
4
月
2
3日
)

発
行
方
法
―

投
票
終
了
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。
ま

た
、
不
在
者
投
票
所
で
も
発
行
し
ま

す
。

問
先
L
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局(

3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座

振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
て
安
心
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
=
預
金
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除

く
)
ま
た
は
区
担
当
課
窓
口
、
各
区

民
事
務
所
に
、預
金
通
帳
と
通
帳
印
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
!
螽
蔘
し
て
く

だ
さ
い
。
問
先
―
特
別
区
民
税
・

都
民
税
…
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
料
…
国
民
健
康
保
険

課
　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
保
険
料
…
国
民
年
金
課

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

電話による相談も

受け付けています

教 育 相 談

学
校
に
行
く
の
を
廉
が
る
、
言
葉

が
遅
い
、
落
ち一
き
が
な
い
な
ど
の

お
子
さ
ん
の
敵
育
上
の
悩
み
に
つ
い

て

、
専
門
の
相
談
員
が
問
題
の
解
決

に
あ
た
り
ま
す
。

□
面
接
に
よ
る
相
談

区
内
a
ヵ
所
で
行
つ
て
い
零
歹
。

日
時
彑
毋
週
月
曜
日
s
金
曙
日
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
(
祝
B
を
除
く
)

▽
教
育
研
究
所
教
育
相
談
室

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

▽
綾
瀬
分
室
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

▽
鹿
浜
分
室
(
北
鹿
浜
小
学
校
内
)

　
(
3
8
5
6
)

了
7
3
5

□
電
話
に
よ
る
相
談

日
時
彑
毋
週
月
矇
日
L
金
曜
日
、
午

前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

▽
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】
サ
ー

ク
ル
情
報
、
催
し
物
な

ど
の
案
内
に
ヽ
知
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗

教
・
政
治
目
的
の
も
の
、

会
費
が
月
額
4
千
円
を

超
荅
9
も
の
、
投
稿
内
容
が
不
橢
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
1

団
体
L
事
業
/
1
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
蟶
か
に
事
こ

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、

使
墺
な
ど
)
豈
明
記
し
て

、
尋
蛩
£
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま

せ
ん
/
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着

順
/
催
し
物
の
締
め
切
ひ
は
、
発
行
日
L
ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
=
千
住
禀
庁
舎
・
広
報
課

〒
闥
千
住
1
-
4
-
1
8

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
生
涯
教
育
「い
じ
め
・
非
行
の
背

最
を
考
え
る
勉
強
会
」3

月
1
7日
、

午
前
1
0時
～
午
後
3
時
/
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
/
9
円
/
野
村
生
涯
教
育

セ
ン
タ
ー

(
3
3
2
0
)
1
8
6
1

☆
吹
奏
楽
団
ウ
ィ
ン
ド
ク
ル
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

ー
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
3

月
2
6日
(
日
)
、
午
後
F
時
開

場
/
草
加
文
化
会
館
/
ト
ト
ロ
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
(
と
な
り
の
ト
ト
ロ
よ

り
)
、
序
曲
「
春
の
猟
犬
に
/
入
場
無

料
/
ウ
ィ
ン
ド
ク
ル
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ

　
(
3
8
9
6
)
2
3
1
1

☆
第
6
3回
足
立
よ
い
映
画
を
み
る
会
3

月
2
7・
2
8
E
、
午
前
1
0時
、
午
後
1
2

時
2
0分
、
午
後
2
時
4
0
分
の
3

回
/
酉
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/

「
ち
ぴ

ね
こ
ト
ム
の
大
一
皀

・
「
鬼
が

ら
ン
入
場
料
崩
円
(
3
歳
未
満
無

料
)
/
荒
井

(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

☆
足
立
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
(
第
1
6回
)

フ
リ
ー
マ
ー
ヶ
ツ

ト
出
店
募
集
と
参
加
の
お
誘
い
/
4

月
2
日
(
日
)
、
午
前
1
1時
～
午
後
3

時
(
雨
天
の
場
合
4
月
9
日
)
/
北
鹿

浜
公
園
(
交
通
公
園
)
/
出
店
料
1
区

回
千
円
/
当
日
イ
ベ
ン
ト
有
り
/
ソ

シ
ア
ル
フ
レ
ン
ド
友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

=
募
集
=

☆
童
謡
を
う
た
う
会
=
毎
月
2
回
、

日
隔
日

、
正
午
か
ら
午
後
冫
時
/

北

千
住
駅
周
辺
/

月
額
2

千
円
/

原
田

　
(
3
8
8
2
)
6
9
8
6

☆
健
康
リ
ズ
ム
体
操
(
コ
ス
モ
ス
僉
)
3
0

～
5
0
代
の
女
性
対
象
/

毎
週
水
黽

日

、
午
前
一
…一
時
～
1
1
時
3
0
分
/

青
年

セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/

古
屋

(
3
8
5
3
)
2
3
4
7

☆
社
交
ダ
ン
ス
(

レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ー

ク
ル
)

毎
週
水
曜
日

、
午
後
7

時
3
0

分
/

五
反
野
駅
周
辺
/

入
会
金
1

千
円

、
月
額
4

千
円
/

牧
野

(
3
8
8
9
)
9
7
4
6

☆
将
棋
サ
ー
ク
ル
(

棋
好
僉
)

毎

週
土
曜
日

、
午
後
6

時
～
9

時
/

第
4

日
曜
日
に
大
会
あ
り
/

佐
野
セ
ン

タ
ー
/

月
額
瞋
円
/

嶋
根

(
3
8
8
5
)
2
1
1
9
(

夜
間
)

☆
手
話
基
礎
入
門
(

初
心
者
)
3

月
2
9
日
(

水
)

か
ら
毎
週
水
曜
日

、

午
後
7

時
/

亀
有
北
集
会
所
/

会
費

胴
円
(

半
年
間
)
/

小
林

(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

(
F
A
x

も
同
じ
)
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3
月
1
0日
は東

京
都
平
和
の
日

先
の
戦
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
(
め
い

ふ
く
)
と
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈

念
し
て
、3
月
1
0日
、
午
後
L
時
、

黙
と
う
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
千
住
本
庁
舎
・
総
務
課
》

特
別
区
制
度
改
革
ま
で

あ
と
一
歩
で
す

足
立
区
を
は
じ
め
と
す
る
2
3区
は
、

身
近
な
仕
事
の
都
か
ら
区
へ
の
移
管

、や
、
特
別
区
を
基
礎
的
自
治
体
と
位
置

付
け
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
た
、
特

別
区
制
度
改
革
の
実
現
を
目
指
し
て
い

斈
y
。

昨
年
1
2月
、
改
革
の
大
栄
な
柱
で
あ

る
清
掃
事
業
の
移
管
に
つ
い
て
、
関
係

者
と
の
合
意
に
達
し
、
移
管
の
準
備
が

整
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
に
は
関
連

す
る
法
律
の
改
正
と
い
う
新
た
な
段
階

を
迎
え
て
い
ま
す
。

□
実
現
決
起
大
会
を
開
催

2
月
2
3日
、
関
連
法
案
啻
収
正
す
る

こ
と
を
目
指
す
「
特
別
区
制
度
改
革
実

現
決
起
大
会
」
を
2
3区
共
同
で
閧
催
し

ま
し
た
。
当
R
は
、
足
立
区
か
ら
は
区

民
代
表
な
ど
3
5人
が
参
加
。2
3区
民
の

共
通
の
願
い
で
あ
る
制
度
改
革
実
現
に

向
け
て
、
よ
り
一
屑
の
活
動
を
行
う
y
」

と
を
誓
い
合
う
と
共
に
、
国
会
議
員
に

対
し
て
実
現
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し

た
。ま
た
、「
特
別
区
制
度
改
革
～
そ
の

歩
み
と
現
在
、
そ
し
て
今
後
～
」
と
題

し
て
。
森
本
哲
郎
氏
や
犬
養
智
子
氏
等

を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
た
ビ
ジ
ュ
ア

ル
ト
ー
ク
を
開
催
。
2
3区
の
過
去
か
ら

現
在
ま
で
の
姿
を
映
像
で
映
し
出
し
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、2
3区
が
制
度
改

革
に
よ
っ
て
ご
つ
変
わ
っ
て
い
く
べ
き

な
の
か
に
つ
い
て
語
ひ
ま
し
た
。

□
関
連
法
案
の
改
正
を
め
ざ
し
て

地
方
分
権
の
重
要
性
が
叫
ぱ
れ
、
地

方
分
権
推
進
法
の
制
定
が
予
定
さ
れ
る

な
ど
、
都
に
お
け
る
地
方
分
権
で
あ
る

特
別
区
制
度
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の

機
は
、
熟
し
て
い
ま
す
。つ
い
て
は
、

今
国
会
に
お
い
て
必
ず
関
連
法
案
を
改

正
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
企
画
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

目
の
不
自
由
な
方
へ

「
声
の
お
知
ら
せ
」無
料
貸
し
出
し

区
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に
、
毎
月
2
回
「
声
の
お
知
ら
せ
」

を
制
作
し
、
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
あ
だ
ち
広
報
」を
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
も
の
で
す

(目
の
不
自
由
な
方
に
ご
紹
介
く
だ

さ
い
)
。対
象
I
区
内
在
住
の
目
の
不

自
由
な
方

申
込
―
電
話
W
i

は
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名
、
電
話
電
号

、

視
力
障
害
の
等
級

、「
声
の
お
知
ら
せ

希
黛
一
と
明
記

申
・
問
先
=

千
住
本

庁
舎
・
広
報
課

〒
圀
千
住
1
-
4
-
1
8
　
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

情 報コー ナー

ベルモント市との親善交流写真 募集
足立区写真溥盟が写真展を行い
ます。その中に、足立区とオース
トラリアのベルモンド市との姉妹
都市提挑10周年記念事業のコーナ
ーが設けられます。ヘルモント市
との親善交流を主体とした写真
を、あなたも出展しませんか。 期
間=3 月24日～31日 場所= 西新
井区民ギャラリー( 西新井サティ4
階) 規格= 四つ切～半切でカ
ラー、またはモノクロ/ 単写真の
み/ 額はアルミ( 白) 搬入=3

月23日、午前11時～午後1 時 出
品手数料=1 点千円 ※ 審査・表
彰があります 申・問先= 国際親
善協会 　3882- 1111㈹

北千住CIシンポジウム

―都市居住副都心を

めざして―
□ シ ンポジ ウム・基調講演 ・パネ
ルデ ィスカッション
千住 地区 がより一層 「魅力と 活

力ある まち 」になることを めざし
て語り 合う ものです。当 日は 、手
作り職人 による実演コ ーナ ーもあ
ります。 日時=3 月12 日( 日) 、
午後2 時 ～4 時45分 講演 者・コ
ーデ ィネーター= 伊藤瘟氏( 慶 応

義塾 大学 大学院 教 授) / 柳 沢厚氏(
㈱安井 建築設 計 事務所常 務取 締
役) / 田中武夫氏( 足立区 都市 計画
審議会委員) / 土田 旭氏( ㈱ 都市 環
塊研究所所 長) / 矢田 晶紀氏( 矢田
環境デザ イン 研究所所長) 場 所=
ルミネ北千 住7 階ウィズ サロン
費用= 無料 申 込= 当 日直接会 場
へ
□ パネル 展示
江戸四 宿の今昔や千住地区の紹
介、7 つ の副都心の現況などを展
示し ます。 日時=3 月11・12日、
午前10時30 分 ～午後4 時45分 場
所= ルミ ネ北千住7 階ク ィズサロ
ン 費 用= 無料 問先= 千 住本庁
舎 ・都市 計画課計画調整係
3882- 1111 ㈹

浮世絵テレホンカード

( 販売中)

この浮世絵は、上空を飛ぶ大鷲に
視点を置き、高い地点から雪に覆
われた深川洲崎をパノラマ風に描
いた、遠近感のある構図となって
います。

「名所江戸百 景 深川洲崎十万
坪」( 歌川広重画・写真上) が郷土
博物館のオリ ジナルテレホンカ ー
ド になりまし た。50度 数で700円で
す。お求めは 郷土 博物館、千住 本
庁舎・中央 本町 庁舎の情報公開 課
までどうぞ。 問先= 郷土博物 館
　3620- 9393

女と男のフリースペース
「おんなのからだは
だれのもの～性の自己決定～」

日時=3 月22 日( 水) 、午後6 時30
分 ～8 時30 分 対象= 区内在住・
在動・在 学の方 ゲスト= 丸本百
合子氏( 同 愛記念病院産婦人科医
師) 内 容= 「少子化 」現象の中
で、女 が出 産するのは当 然という
雰囲気 が強 くなってき ています。
けれど 産む、産まないはだれが決
め るの でし ょうか。かけがえのな
い自分 のからだと人生を、もう一
度 みつ めなおし てみませ んか。男
性、カ ップ ルでの参加もお 待ちし
ていま す 定員=20 人( 先 着順)
費用こ 無料 申込= 電話 申 ・問
先= 女 性総合センター
3880- 5222

子育ての
自由な語り合いの場
子育て学習室
子育ての充実感を味わっている

方、また、悩みを解消できずにい
る方、子育ての自由な語り合いの
場に参加しませんか。子育ての豊
富な経験と知恵を持つ「子育てア
ドバイザー」が力になります。
日程等= 下表 場所= ギ ャラクシ
ティ 対象= 小・中学生の親 費
用= 無料 定員=50 人( 先着順)
申込= 電話 申・問先= 千住本庁
舎・青少年課　3882- 1111 ㈹
子育て学習室　日程

時間はいずれも午後7 時～9 時

足立ジュニア吹奏楽団

第5 回定期演奏会

小学4 年生 ～6 年生の団員 が、
迫力あ る演奏 を披露します。ご家
族でおで かけ になりませ んか。
日時=4 月2 日( 日) 、午後2 時 開
演( 午後1 時30 分開場) 場所=
西新井 文化 ホール( ギ ャラク シテ
ィ) 曲目= シマロントレ イル。
となり のトト ロメド レ ーほ か 特
別出演= 足 立吹奏楽団( アン サン
ブル) 費 用= 無料 申込= 当 日
直接会 場へ 問先= 千住本 庁舎・
文化振 興係　3882 ―1111 ㈹

観光協会主催

区内施設めぐり参加者募集
区 内 の 桜の 名所 を 見 て回 り ま

す。 日時=4 月4 日～7 日の中
で 希望 の日( いずれも 午前8 時30
分 、千 住本庁舎前集 合) 内容=
東綾 瀬公園、 葛西用水 親水水路、
郷土 博物館、花畑記 念庭 園、レ ー
ガ ン 桜 等 の 見 学 定 員= 各40人(
抽選) 費用= 観光 協会会員… l , 500
円/ 非会員 … 2, 000 円( 当 日現

地 支払い 、昼食付き) 申 込= 往

復ハガキに希望 者全員の住所、氏
名、年齢、電 話番号、会員・非会
員の別、希望 日( 第1 希望の み) 、
「区内施設 めぐ り希望」と明記
※ 1 枚で4 人 まで申し 込 みでき ま
す( 重 複は がき は無効) 期限=3
月17 日必着 申 ・問先= 観光 協

会事務局 〒120 中央本町1- 17- 1(
中央 本町 庁舎・産業振 興課

内) 　3880- 5191

綾瀬川清流ルネッサンス21
「私達の綾瀬川言いたい放題」

昨年11月に足立区も参加して設
立された「綟瀬川清流ルネッサン
ス21地域協議会」は地域の住民の
方々と関係機関が一体となって汚
れの著しい綾瀬川の水環境の改善
を目指しています。 日時=3 月25
日( 土)。午 後12時30分～5 時

場所= 草加市文化会館( 東武線松
原団地駅下車) 内容= 住民の方
々によるスピーチ、歌などの発表
費用= 無料 ※ ご来場の方に記念
品をさしあげます。スピーチ等の
募集は締め切りました 問先= 環
境課調査 　3880- 5375
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